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バ
ス
例
会
資
料

曲

内

首

藤

氏

ル
昌

郷

木
　
下
　
和
　
司

１
　
曲
内
首
藤
氏
と
地
毘
庄

山
内
首
藤
氏
は
、
相
模
国
鎌
倉
郡
由
内
荘

（神
奈
川
県
鎌
倉
市
の

北
部
、
お
よ
び
大
船
市
の

一
部
）
を
本
貫
地
と
す
る
武
士
で
す
。
源

頼
朝
の
挙
兵
に
際
し
て
、
山
内
経
俊
が
平
家
方
に
味
方
し
た
た
め
に

曲
内
庄
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
経
俊
の
母
が
頼
朝

の
乳
母
で
あ
っ
た
た
め
に
許
さ
れ
て
、
母
の
私
領
で
あ
っ
た
早
川
庄

一
得
名
の
領
有
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
経
俊
と
そ
の
子
息

重
俊
が
幕
府
方
と
し
て
活
躍
し
た
た
め
、
陸
奥

。
信
濃

・
摂
津
な
ど

の
地
頭
職
と
伊
勢
守
護
職
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
元
入
元
年

（
一
二

〇
四
）
五
月
十
日
、
伊
勢

。
伊
賀
地
方
で
の
平
家
残
党
の
蜂
起
に
際

し
て
卑
怯
な
振
る
舞
い
が
あ
っ
た
と
し
て
、
山
内
氏
は
伊
勢
の
守
護

職
を
解
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
翌
元
久
二
年
九
月
に
は
守
護
職
の
復
活

を
求
め
て
運
動
し
て
い
ま
す
が
、
復
職
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

『山
内
首
藤
家
文
書
』
の
中
に
あ
る

「山
内
熊
寿
丸
代
道
園
文

書
目
録
」

（二
四
）
や

「山
内
氏
重
書
目
録
案
」

（五
三
）
に

「
一

通
　
地
昆
庄
御
下
文
　
　
一九
久
元
年
十
二
月
精
日
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
山
内
氏
が
守
護
職
の
回
復
を
求
め
る
運
動
の
中
で
地
昆
庄
の
地

頭
職
を
獲
得
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

曲
内
氏
が
峡
院
で
あ
っ
た
相
模
国
の

一
得
名
を
捨
て
、　
一
族
の
勢

力
拡
大
を
目
指
し
て
地
毘
庄
に
移
住
し
た
の
は
山
内
資
通
の
時
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

『芸
藩
通
史
」
に
よ
れ
ば
、
資
通
は
正
和
五
年

（
一

三

一
六
）
に
新
市
村
蔀
山
に
至
り
城
を
築
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
以
後
、
毛
利
氏
に
従

っ
て
長
州
に
移
る
ま
で
山
内
氏
は
備
北
の

地
で
勢
力
の
拡
大
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
】

山
内
首
藤
氏
と
高
郷

中
世
の
高
郷
は
、
現
在
の
庄
原
市
高
町
の
地
を
指
す
考
え
ら
れ
、

『和
名
抄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
三
上
郡
多
可
郷
に
当
た
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
高
郷
は
近
世
の
地
名
で
い
う
高

・
川
西

・
小
用

，
大
久

保

。
永
末

。
高
門
の
六
ヶ
村
を
含
む
地
域
だ
と
さ
れ
い
ま
す
。
中
世

に
な
る
と
一．′局
郷
に
も
地
毘
庄
の
地
頭

・
山
内
氏
の
が
勢
力
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。
山
内
氏
は
南
北
朝
期
の
争
乱
に
対
処
す
る
た
め
、
応
安

七
年

（
一
三
七
四
）
三
上
郡
高
郷
地
頭
職
及
び
同
郡
永
江
庄
半
分
を

兵
料
料
所
と
し
て
預
け
置
か
れ
て
い
ま
す
。

五
七

　

「
　
今
川
頼
泰
預
ヶ
状
　
」

備
後
国
三
上
郡
内
高
郷
地
頭
職
、
同
郡
内
永
江
庄
半
分
事
、
為
兵
料

料
所
々
預
置
也
、
守
先
例
可
致
其
沙
汰
之
状
如
件
、

（
頼
泰
）

応
安
七
年
七
月
甘
二
日
　
　
　
右
衛
門
尉

（花
押
）

山
内
下
野
守
殿

永
江
庄
と
は
現
在
の
庄
原
市
の
市
街
地
付
近
を
指
し
て
お
午
、
こ
の

時
の
預
け
置
き
に
よ
り
曲
内
氏
は
地
見
庄
か
ら
東
方

へ
向
か

っ
て
進

出
す
る
糸
口
を
得
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
に
あ

る
よ
う
に
高
郷
に
対
す
る
山
内
氏
の
支
配
権
は
、
兵
料
料
所
と
し
て

一
時
的
に
預
け
置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
恒
久
的
な
支
配
権
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
内
氏
の
高
郷
に
対
す
る
支
配
権
が
ど
の
よ
う



に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
示
す
史
料
は
、

『山
内
首
藤
家
文
書
』

に
も
認
め
ら
れ
ず
正
確
な
事
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
次
に

『山
内
首
藤

家
文
書
』
に
高
郷
の
名
前
が
現
わ
れ
る
の
は
、
年
欠
の
文
書
な
が
ら

「塩
冶
氏
盛
書
状
」
で
す
。

一
七
七

　

「，

塩
冶
氏
盛
書
状
　
」

（
端
裏
捻
封
ウ

（
書
）

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
冶
彦
三
郎

（
豊

成

）

山
内
大
和
殿
　
御
宿
所
　
　
　
　
　
　
氏
盛
」

宮
高
方
知
行
分
高
郷
之
事
、
依
有
御
由
緒
、
御
安
堵
御
判
可
有
御

甲ヽ
之
由
、
委
細
心
得
申
候
、
以
面
申
談
候
上
者
、
縦
御
屋
形
様
御

難
渋
候
共
、
涯
分
可
申
達
候
、
柳
不
可
有
如
在
儀
候
、
恐
々
謹
言
、

九
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
盛

⌒花
押
）

文
書
の
発
給
さ
れ
た
正
確
な
年
代
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
明
応
の

政
変
に
関
係
し
た
書
状
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
明
応
二
年

（
一

四
九
二
）
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
書
状
に
書
か
れ
た

「御
由
緒
有
る
に
依

っ
て
」
と
は
、
応
安
七
年
の

「今
川
頼
泰
預

ヶ
状
」
若
く
は
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
か
も
し
れ
に
地
頭
職
の
補
任

を
さ
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

「塩
冶
氏
盛
書
状
」
に
よ
れ
ば
十
五
世
後
半
の

一
時
期
、
高
郷

は
宮
氏
の
領
有
に
帰
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
言
う
宮
高
方

と
は
、
ど
の
系
統
の
宮
氏
か
は
不
明
で
す
が
、
備
北
に
勢
力
を
伸

長
し
て
い
た
宮
下
野
守
家
か
、
後
述
す
る
十
六
世
紀
中
頃
の
情
勢

を
考
慮
す
る
と
久
代
宮
氏
の
系
統
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

『曲
内
首

藤
家
文
書
』
を
調
べ
て
み
て
も
高
郷
に
関
係
す
る
文
書
は
非
常
に

少
し
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
頭
職
等
の
補
任
に
関
す
る
も
の
は
、

先
の

「今
川
頼
泰
預
ヶ
状
」
の
み
で
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
山
内
氏
の
本
拠
地
で
あ

っ
た
地
毘
庄
、
守
護
給
分
と
し
て
与

え
ら
れ
た
泉
田
庄
や
信
敷
庄
東
方
等
と
比
較
す
る
と
大
き
な
違
い

で
す
。
も
う

一
つ
山
内
氏
が
勢
力
を
延
ば
し
た
地
域
で
領
有
に
関

す
る

文
書
の
少
な
い
の
が
永
江
庄
で
す
。
永
江
庄
は
應
永
十
七
年

（
一
四

一
〇
）
の

「建
仁
寺
領
諸
国
注
進
目
録
ノ
事
」

（
『建
仁

寺
旧
記
』
）
に
は

「備
後
国
永
江
庄
ノ
地
頭
職
」
と
み
え
で
、
永

江
庄
地
頭
職
は
建
仁
寺
が
保
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建

仁
寺
は
京
都
五
出
の

一
つ
で
す
か
ら
、
永
江
庄
地
頭
職
は
お
そ
ら

く
室
町
将
軍
家
の
寄
進
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
永
江
座
は
将

軍
家
料
所
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
振

り
返

っ
て
高
郷
の
こ
と
を
考
え
て
見
る
と
、
高
郷
に
関
し
て
そ
の

領
有
権
を
争

っ
て
い
る
宮
氏
は
室
町
将
軍
家
奉
公
衆
で
あ
り
、
備

後
国
に
於
い
て
も
将
軍
家
料
所
を
多
数
預
け
置
か
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
有
名
な

「康
正
三
年
造
内
裏
段
銭
井
国
役
引
付
」
に

は

「拾
貫
文
　
宮
下
野
守
殿
　
備
後
国
之
段
銭
」
と
あ

っ
て
具
体
的

な
郷
荘
名
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宮
氏
が
，備
後
国
に
将
軍
家
料

所
と
し
て
預
け
置
か
れ
た
散
在
所
領
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
宮
氏
に
預
け
置
か
れ
た
将
軍
家
料
所
の

一
つ
が
高
郷
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

『山
内
首
藤
家
文
書
』
に
含
ま
れ
て
い
る
所
領
給
付
及
び
所
領

安
堵
に
関
す
る
文
書
を
見
て
行
く
と
、
康
応
二
年

（
一
三
九
〇
）

の
曲
名
時
熙
の
信
敷
庄
東
方
の
給
付
以
来
、
山
内
氏
が
守
護
山
名だ ヽく、1ソ



安
堵
に
関
す
る
文
書
を
見
て
行
く
と
、
康
応
二
年

（
一
二
九
〇
）

の
山
名
時
熙
の
信
敷
庄
東
方
の
給
付
以
来
、
曲
内
氏
が
守
護
山
名

氏
と
強
く
結
び
付
き
守
護
給
分
に
よ
る
所
領
給
付
を
通
じ
て
そ
の

勢
力
を
延
ば
し
て
行

っ
た
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

高
郷
や
永
江
庄
に
関
し
て
は
明
応
の
政
変
に
関
し
て
発
給
さ
れ
た

明
応
二
年

（
一
四
九
二
）
の
永
江
庄

（本
村
を
除
く
）
給
付
に
関

す
る

文
書
が
初
見
で
あ
り
、
高
郷

・
永
江
庄
は
本
来
守
護
の
権
限

が
及
び
ず
ら
い
地
域
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り

高
郷

。
永
江
庄
は
将
軍
家
料
所
で
あ

っ
た
た
め
に
、
応
仁

。
文
明

の
乱
を
通
じ
て
将
軍
の
権
威
が
完
全
に
有
名
無
実
に
な
る
ま
で
守

護
の
所́
領
成
敗
権
が
及
び
ず
ら
く
、
在
地
の
有
一カ
者
で
あ
る
山
内

氏
に
対
し
て
も
所
領
給
付
に
関
す
る
文
書
を
発
給
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　

応
安
七
年

（
一
三
七
四
）

の
半
済
給
付
を
足
掛
り
と

し
て
高
郷
に
勢
力
を
延
ば
し
た
山
内
氏

は
、
半
済
停
止
後
も
実
力
で
も

っ
て
そ
の
勢
力
を
扶
植
し
続
け
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
半
済
停
止
後
、

高
郷
は
将
軍
家
料
所
と
し
て
宮
氏
、
お
そ
ら
く
下
野
守
家
に
与
え

ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
高
郷
を
巡
る
山
内
氏
と
宮

氏
の
確
執
の
原
因
に
な
っ
た
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
郷
を

宮
氏
が
領
有
し
て
い
た
証
拠
と
し
て
は
、

「山
内
隆
通
知
行
書
立

案
」

含
一δ

四
）
に
、

「
一　

高
小
用
七
百
貫
、
但
、
比
内
営
国

一
宮
領
数
多
有
之
」

と
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
宮
氏
は
高
郷
の
領
有
中
に
氏
神

で
あ
る
備
後

一
宮
吉
備
津
社
に
高
郷
内

の
所
領
を
多
数
寄
進
し
て

い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

以
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
を
直
接

に
論
証
す
る
史
料
を
現
時
点

で
は
見

つ
け
ら
れ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
間
接
的
に
示
唆
す
る
史
料

と
し
て
は

『
山
内
首
藤
家
文
書
』
に
含
ま
れ
る
山
内
氏

の
譲
り
状

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
文
明
十
五
年

（
一
四
人
三
）
、
山
内
豊
通

（豊
成
）
が
嫡
子
直
通
に
宛

て
た
譲
状
に
添
付
さ
れ
た

「
山
内
豊

通
譲
典
本
鎮
給
分
日
記
」
及
び

「
山
内
豊
通
譲
典
請
地
日
記
」
に

は
、
高
郷

・
永
江
庄
は
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
高
郷
に

関
し
て
は
宮
氏
と

の
確
執
が
あ
り
、
永
江
庄
に
関
し
て
も
江
圏
氏

や
毛
利
氏
と
の
確
執
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
た
め
、

高
郷

。
永
江
庄
に
対
す
る
曲
内
氏

の
支
配
は
安
定
し
て
は

い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
山
内
氏
の
勢
力
が

高
郷

。
永
江
庄
に
及
ん
で
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
の
に
、
二

つ

の
地
域
に
関
す
る
記
載
が
先

の
両
文
書
に
全
く
無

い
理
由
は
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。　
一
つ
は
確
か
に
二
つ
の
領
域

の
支
配
が
安
定
し

て
い
な
か

っ
た
た
め
で
し
ょ
う
一が
、
も
う

一
つ
大
き
な
理
由
は
高

郷

。
永
江
庄
が
と
も
に
公
に
領
有
を
主
張
で
き
る
地
域
で
は
な
く

実
力
で
押
領
し
た
土
地
で
あ

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
ち

つ
ま
綺

文
明
十
五
年
は
応
仁

・
文
明
の
乱
終
結
後
、
十
年
し
か
経
過
し
て

お
ら
ず
、
如
何
に
零
落
し
た
と
は

い
え
ま
だ
室
町
将
軍
家
の
権
威

が
生
き
て

お
り
、

守
護
も
国
人
も
将
軍
家
料
所
に
関
し
て
公
に
は

云

々
で
き
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
時
代
状
況
の
な
か
で
興

っ
た
明
応

の
政
変
は
、
備
後
□

内

の
状
況
を

一
変
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
備
後

の
国
人
ど
う
し
が（́・Ｆ



現
守
護
山
名
俊
豊
方
と
前
守
護
山
名
政
豊
方
に
分
か
れ
て
戦
う
こ

と
に
な

っ
た
の
で
す
。
こ
の
戦

い
は
守
護
家

の
内
部
分
裂
と
言
う

一
面
と
国
人
衆

の
勢
力
争

い
と
言
う

二
つ
の
面
を
持

っ
て
い
ま
し

た
。

こ
の
時
、
国
人
衆

の
有
力
者
と
し
て
曲
内
氏
は
俊
豊
方
に
、

宮
氏
は
政
豊
方
に
属
し
て
お
り
、

「
塩
冶
氏
盛
書
状
」

（
一
七

七
）
、

「
山
内
俊
豊
書
一状
」

（
一
六
三
）
は
共

に
俊
章
方
が
山
内

豊
成

の
要
求
を
受
け
入
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
山
内
氏
の

高
郷
に
対
す
る
守
護
俊
豊

の
承
認
に
よ

っ
て

一
応

の
大
義
名
文
を

得
ら
れ
た
訳
で
す
が
、
そ
の
所
領
支
配
は
安
定
せ
ず
、
西
城
大
富

由
に
本
拠
を
置
く
久
代
宮
氏
と

の
所
領
争

い
が
続

い
て
い
ま
す
。

久
代
宮
氏
に
つ
い
て
は
、
田
国
会
長
が

「
久
代
宮
氏

の
出
白
に

つ
い
て
」

（
『
備
陽
史
探
訪
六
八
号
』
所
収
）
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う

に
、
天
文
十
年

（
一
五
四

一
）
に
断
絶
し
た
宮
下
野
守
家

の

跡
を
襲

い
旧
奴
可
郡

一
帯
を
支
配
し
た

一
族
で
あ
り
　
宮
上
野
介

家

の

一
門

，
宮
氏
兼

の
家
系
と
考
え
ら
れ
ま
す
．、
久
代
宮
氏
は
下

野
守
家

の
旧
領
で
あ

っ
た
高
郷
の
領
有
を
主
張
し
て
山
内
氏
と
激

し
く
戦

い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
戦

い
が

「
久
代
記
」

に
残
る
篠
津

原
の
合
戦
等

の
争

い
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

３
　
曲
内
首
藤
氏
と
雲
井
城

雲
井
城
は
庄
原
市
高
町
に
あ
り
、

西
城
川
の
川
筋
に
沿

っ
て
東

北
に
進
む
と
久
代
宮
氏

の
居
城
大
富
山
城
の
あ

っ
た
旧
奴
可
郡
西

城
に
至
り
ま
す
。
地
昆
庄
か
ら
南

に
向
か

っ
て
永
江
庄

‘
信
敷
庄

・
泉
田
庄

へ
と
進
出
し
た
山
内
氏
に
と

っ
て
、
備
後

の
最
有
力
国

人
で
あ
る
宮
氏
と

の
接
点
と
な

っ
た
高
郷
は
戦
略
上
の
要
衝
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
高
郷
を
宮
氏
に
抑
え
ら
れ
た
場
合
、
一情
敷

庄
や
永
江
庄
が
宮
氏
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

信
敷
庄
と
高
郷
の
境
に
あ
た
る
篠
津
原
の
雲
井
山
に
城
を
築
き
、

宮
氏
に
対
抗
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

久
代
宮
氏
の
台
頭
以
前
、
山
内
氏
と
宮
下
野
守
家
の
対
立

の
状

況
は
不
明
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
強

い
も

の
で
は
な
か

っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
文
明
六
年

（
一
四
七
五
）
に
は
下
野
守
家

の
人
物
と
思
わ
れ
る
宮
盛
忠
が
山
内
豊
成
に
た
い
し
て
小
条
孫
右

衛
門
尉
跡
を
譲
り
渡
し
た
り
、
明
応
五
年

（
一
四
九
六
）
に
は
下

野
守
家
惣
領
宮
政
盛
が
山
内
直
通
に
未
渡
村
を
譲
り
渡
し
た
り
し

て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
何
ら
か
の
妥
協
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
宮
下
野
守
家
が
断
絶
し
、
奴
可
郡

一
帯
に
久
代
宮
氏
が

台
頭
し
て
く
る
と
そ
の
確
執
が
激
し
く
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

山
内
氏
と
久
代
宮
氏
の
高
郷
を
巡
る
確
執
が
か
な
り
激
し
か

っ
た

こ
と
に
は
、
二
つ
の
証
拠
が
あ
り
ま
す
。　
一
つ
は
、

『
久
代
記
』

に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
で
す
。

「
山
内
直
通
領
分
卜
宮

景
盛
領
分
ト
ノ
境
に
高
村
卜
云
所

ア
リ
両
家
数
年
此
境

ヲ
論
シ
確

執
更

二
止
」
な
か

っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
γ
に
は
山
内
氏
と
久
代
宮
氏
は
ヽ
団
司
川
原
や
篠
津

原
で
戦

っ
た
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
、
信
敷
庄

・
高
郷
の
防

衛
拠
点
と
し
て
雲
井
城
も
強
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
つ
目
の
証
拠
は
、

『山
内
首
藤
家
文
書
』
に
残
る

「山
名

豊
加
判
塩
冶
綱
條
書
」

（二

一
二
）
や

「山
内
隆
通
條
書
井
毛

元
就
等
連
署
返
書
」

（二

一
六
）
に
表
れ
て
い
る
宮
家
跡
職
ヘ

山
内
氏
の
執
着
で
す
。

「曲
名
祐
豊
加
判
塩
冶
綱
條
書
」
は
、

の
山 の 利 祐



答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
書
状
は
年
欠
で
、
る
た
め
、
い
つ
発
給
さ

れ
た
も
の
か
不
明
で
す
が
、
宮
家
跡
職
が
下
野
守
家
跡
を
指
す
と

す
れ
ば
、
宮
下
野
守
家
が
断
絶
し
た
天
文
十
年
頃
の
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

「大
館
常
興
日
記
』
天
文
十
年

（
一
五
四

一
）
八
月
四

日
の
条
に

「
（前
略
）
宮
下
野
守
跡
た
ん
せ
つ
に
つ
い
て
宮
彦
次

郎
知
行
切
と
り
候
て
大
内
方
と

一
所
也
、
傷
彦
次
郎
方
よ
り
宮
惣

領
職
望
申
候
云
々
」
と
あ

っ
て
、
宮
下
野
守
跡
職
を
大
内
方
の
宮

ヽ
彦
次
郎
が
押
領
し
て
幕
府
に
富
惣
領
職
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
こ
の
宮
彦
次
郎
が
久
代
宮
氏
だ
と
す
る
れ
ば
、
同

じ
く
備
北
の
宮
下
野
守
跡
代
官
職
を
狙
う
山
内
氏
と
の
間
に
強
い

確
執
が
も
た
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

４
　
雲
井
城
と
毛
利
氏

山
内
氏
は
、
天
文
二
十
二
年

（
一
五
五
三
）
に
毛
利
氏
の
支
配

下
に
入
り
ま
す
。
同
じ
く
天
文
二
十
二
年
に
は
久
代
宮
し
も
毛
利

隆
元
の
師
で
あ
る
小
奴
可
宮
氏
出
身
の
興
禅
寺
策
雲
の
計
ら
い
に

よ
っ
て
毛
利
氏
に
属
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
雲
井
城
は
毛
利
対

尼
子
の
最
前
線
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
従

っ
て
現
在
残

っ
て
い
る

雲
井
城
の
石
垣
は
、
毛
利
氏
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
な
く
山
内
氏

が
独
力
で
築
い
た
も
の
と
考
え
る
方
が
良
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

山
内
氏
が
単
独
で
築
城
し
た
と
す
る
と
、
本
城
で
あ
る
甲
山
城
よ

り
も
防
備
の
厳
重
な
総
石
垣
造
り
の
城
を
高
郷
に
築
き
、
篠
津
原

に
家
臣
団
の
住
む
屋
敷
群
を
造

っ
た
理
由
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
現
存
す
る
史
料
に
残

っ
て
い
な
い
毛
利
氏
と
尼
子
氏
の
激
突

が
こ
の
篠
津
原

一
帯
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
想
像
し

て
み
る
の
も
面
白
ヽ
ど
思
い
ま
す
。

高
郷
は
毛
利
氏
の
時
代
、
最
終
的
に
は
山
内
氏
の
支
配
に
帰
じ

た
よ
う
で
す
。
前
述
の

「山
内
隆
通
知
行
書
立
案
」

（三
〇
四
）

に
あ
る
よ
う
に
高

・
小
用
は
七
百
貫
の
地
と
し
て
山
内
氏
の
所
有

す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た、
、
弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

「毛
利
元
就
自
筆
書
状
」

（
『毛
利
家
文

書
』
）
に

「山
内
大
和
守
者
、
高
七
百
貫
、
長
江
三
百
貫
、
四
ヶ
村
四
百
貫
、

其
外
弐
千
貫
程
之
隠
居
分
に
て
候
つ
る
」

と
あ

っ
て
、
山
内
氏
に
よ
る
高
郷
の
領
有
は
毛
利
氏
の
承
認
を
得

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
天
正
十
九
年

（
一
五
九

一
）
、
毛
利
氏

が
広
島
城
を
築
城
し
て
移
る
に
あ
た
り
、
山
内
氏
も
広
島
に
移
住

す
る
こ
と
に
な
り
雲
井
城
も
廃
城
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

θ
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210-022
くもい

雲 井 城 跡  (要害山城跡,篠津原城跡)庄 原市高町

現状 :聾林 保存状況 完存 立地 丘陵頂部 標高669m 比高380m

史  料 『芸藩通志1巻 121・ 125

(新機)

参考文献 「庄原市高町の篠津原館llLの調査報告」,FLL内首藤氏の支城・雲井城について』,『日本城
郭大系J

最高所の 1郭中ほどには径約 2mの井戸がある。この 1郭から南西尾根上に郭が並び,所々に石垣

が多月:さ れている。郭群をつなぐ遷路
`よ

南製を通っている。北西麓からの登城路
`ま

2郭 1ヒ西端に取り

付く。

要概

ザンプ

馨井城跡機 :餞 (S=1:2,000)



雲井城本丸 (要害山頂上)の石垣

郭  内

T

図 :

坂
　
道

（右
前
の
道
）

Ｆ
】
ド
雌
レ
ト
レ
レ
レ





要概

210-023 (新祖・本村 )

篠津原館跡群 慮原市高町

現状 山林 保存状況 完存 立地 丘陵先端・丘陵裾部 標高350～ 450m 比高 1～ 5m

参考文献 「庄原市高琴の篠津原館量の調査」,『中鐵縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発描調査報

告書(1週 ,『山内首藤氏の支城・露井城についてJ,『日本城郭大系J,F広島県の主要城跡J

福山城跡の南麓,雲井城跡の西から南にか

けての据野に館跡群が広がる。全域の詳細分

布調査は実施していない。館跡群のうち,最

大級の規模の二つの遺跡 (A・ B)を 図化

した。

Aは27m X35mの 規模で,西端に切岸部分

を石垣で固めた終影がある。この北西下に二

段の平坦面が広がり,不整形な緩斜面のさら

に先端に20難 ×25菫 の郭がある。この郭の北

西週の中央部に坂虎口があり,こ れより南側

の切岸は石垣となる。

Bは高池と小用池の間に位置し,土塁と堀

に囲まれた70m× 30m織度の規模である。東

週中央にある虎日は土塁と堀に囲まれている。 篠津原館簸群A遺跡略灘図 (S=1:2,000)

篠津原館跡群3遺跡略測図 (S=l121000)



210-021
ふくやま

福山城跡 庄原市高町

現状 鏡1林 保存状況 完存 立地 丘陵頂轟 標高477撻 比高200識

史  料 l芸藩通志」巻121・ 125

参考文献 「山内首藤氏の支城・雲井城について1,「日本城郭大系』

概  要

(吉野・木村 )

東西に延びるLむ頂郭群,こ こから西下に続く小郭群と北に延びる細尾根上の郭群,及び堀切などか

らなる。最高所の 1郭は45m X 5～ 20mの規模で,北慣1に通路が取り付き3m下の郭につながる。 1

郭の東に2m低 く2郭があり,南西端に虎口が3尋 き南下の堀切に続く。 2郭の北 ド3mか ら幅 5 rn弱

の通路が北に延び,先葉にわずかな平jEl面がある。その下 5mに主橋を伴う深さ0.5mの堀勢力`あり,

ここから北側に4段の長大な郭が広がる。
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地
吐
庄
現
比
婆
郡
高
野
町
。
比
和
町
、
庄
原
市
北
西
部
な
ど
旧
恵
蘇
郡

一一一姜「攀中「̈一讐一強↑輌囀一粋軸域。‐こ姜書一一̈

２
つ

。荘
名
は
承
久
三
年
■
二
二
一
）七
月
二
六
日
の
関
東
下
知
状
（山
内

％

業

に
一
」蛉

時
麹
軸
軸
攀

雉

ヅ

褻

重
俊
地
頭
職
無
相
違
可
令
安
堵
之
状
、
依
仰
下
知
如
件
」
と
あ
る
。

荘
名
に
つ
い
て
は

一‘芸
藩
通
志
」
に

「聖
武
天
皇
の
時
、
行
基
此

地
に
来
り
高
山
に
入
り
、
栗
の
大
樹
を
伐
て
観
音
地
蔵
、
毘
沙
門

の
像
を
造
り
堂
を
建
て
、
高
山
千
手
堂
と
呼
ぶ
、
又
地
蔵
、
毘
沙

円
の
冠
字
を
摘
て
、
此
電
を
地
毘
の
庄
と
名
く
」
と
あ
り
、
本
郷

村
高
⌒甲
）山
の
千
手
堂
（の
ち
の
円
通
キ
）と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い

２つ
。永
享

一
二
年
■
四
四
０
）八
月
七
日
の
山
内
時
通
注
進
状
案
（山
内

首
藤
家
文
書
）に
よ
る
と
、
荘
内
に
は
本
郷

・
上
原

・
下
原

。
川
北

（現
庄
原
市
）、
伊
与

。
伊
与
東
（以
比
和
町
二

多
賀
（現
高
野
町
）の
七

郷
が
あ
り
、
領
家

。
本
所
は
本
郷
・
上
原

・
下
原
が
嵯
峨
千
光
寺

（嘔
示
都
市
中
ポ
区
）、
川
北
が
栂
尾
高
山
寺
（同
童
ポ
区
）、
伊
与

・
伊

与
東

・
多
賀
が
蓮
華
玉
院
Ｌ
あ
る
（比
婆
郡
比
和
町
？
‐・伊
Ｌ
燻

高
野

町
の
，，
多
賀
村
）。
す
な
わ
ら
後
白
河
法
皇
が
平
清
盛
を
し
て
建
立
せ

じ
め
た
蓮
華
王
院
な
ど
諸
寺
院
領
で
あ
り
、
隣
接
の
信
敷
庄
が
平

家
没
宮
領
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
こ
の
地
方
は
平
氏
と

の
関
係
が
深
か
っ
た
ら
し
く
、
当
庄
も
平
氏
の
手
を
経
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
確
証
は
な
い
。

庵
仁

。
文
明
の
乱
で
は
、
守
護
山
名
持
豊
に
従
い
西
重
と
し
て

備
後

・
安
芸
の
各
地
や
京
都
で
戦
っ
た
が
、
同
時
に
近
隣
の
泉
田

庄

´
信
敷
庄
へ
の
進
出
を
は
じ
め
、
当
庄
内
や
備
後
南
部
に
請
地

が
増
換
す
る
な
ど
急
速
に
勢
力
を
の
ば
し
、
延
徳
四
年
■
四
九
一ご

九
月
、
山
内
豊
成
は
守
護
代

・
備
後
国
段
銭
本
行
（同
１
・百

「山
名

崚
豊
書
状
」
■
文
書
）と
な
り
、
備
後
の
国
人
衆
の
う
ら
の
筆
頭
に
位

置
―
ン
、
着
座
に
つ
い
て
も
守
護
か
ら
国
衆
中
の
座
上
に
つ
て
こヽ
と

を
認
め
ら
れ
■
一７
計
八
月
■
０
日
付
「
出
名
優
豊
書
状
し
同
文
書
）、
安

芸
の
毛
利
氏
と
並
ぶ
ほ
ど
に
な
っ
た
ｃ

山
内
氏
は
地
砒
庄
入
部
に
際
し
　
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
を
南
村

一現
比
婆
椰
高
野
町
）に
勧
請
し
、
そ
の
後
も
川
北

。
本
郷

・
市
の
各

地
に
八
幡
宮
を
造
立
―ン
た
ｏ
南
村
八
幡
社
を
荘
内
の
総
本
社
と
し

て
八
幡
信
仰
を
広
め
る
一
方
、
在
来
の
諸
神
社

・
寺
院
を
保
護
し
、

て
荘
民
の
精
神
生
活
に
も
か
か
わ
っ
た
ｏ
山
内
氏
も
村
落
共
同
体

の

一
員
と
し
て
八
幡
宮
の
御
頭
廻
制
度
の
な
か
に
加
わ
り
、
頭
次

第
に
従
っ
て
頭
を
勤
め
た
と
い
わ
れ
る
。

地
畦
庄
に
関
す
る
史
料
の
ほ
と
ん
ど
は
山
内
家
相
伝
の
山
内
首

藤
家
文
書
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
な
か
の
多
数
の
譲
状
に
よ
っ
て
、

本
郷
を
中
心
に
中
世
の
名
な
ど
を
現
地
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
近
年
の
画
場
整
備
事
業
の
た
め
、
中
世
以
来
の
耕
地
が
多
く

失
わ
れ
た
。
当
圧
北
部
（現
比
婆
郡
再
野
町
・
比
和
町
）は
、
近
世
に
は

広
島
藩
の
代
表
的
鉄
産
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
山
内
氏
と
鉄
の
関
係

は
重
要
な
問
題
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。天
文
三
二
年
、
毛
利
氏
は
山
内
氏
の
庶
子
家
多
賀
山
氏
の
蔀
山

城
を
お
と
し
、
山
内
隆
通
も
盟
約
的
関
係
と
い
う
名
の
も
と
に
毛

利
元
就
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
し
か
し
山
内
氏
は
庶
子
家
の
旧
領

地
以
外
ほ
と
ん
ど
の
地
を
安
堵
さ
れ
、
毛
利
氏
に
従
っ
て
長
州
に

移
る
ま
で
引
続
き
備
後
北
部
の
地
を
領
知
し
た
。

地
眈
庄
の
地
頭
に
補
任
さ
れ
た
山
内
首
藤
氏
は
、
相
模
国
山
内

庄
（現
神
奈
―――
県
鎌
倉
市
）を
本
貫
地
と
す
る
源
家
譜
代
の
家
人
で
あ
っ

た
が
、
源
頼
朝
挙
兵
の
際
、
山
内
経
俊
が
平
家
方
と
な
っ
た
た
め
、

山
内
庄
を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
経
俊
の
母
摩
々
局
が
頼
朝

の
乳
母
で
あ
っ
た
関
係
に
よ
り
許
さ
れ
、
母
の
私
領
早
河
庄

一
得

名
（現
神
奈
川
県
小
田
原
市
）に
拠
っ
た
。
そ
の
後
、
経
俊
そ
の
子
重
俊

は
源
氏
方
と
し
て
活
躍
し
た
の
で
、
陸
奥

。
信
濃

・
摂
津
な
ど
に

地
頭
職
、
伊
勢
国
守
護
職
な
ど
を
得
て
お
り
、
年
代
は
明
ら
か
で

な
い
が
地
吐
庄
の
地
頭
職
も
与
え
ら
れ
た
。
永
仁
三
年
■
二
九
五
）

二
月
二
九
日
の
山
内
時
通
譲
状
（山
内
首
藤
家
文
書
）に
よ
る
と
、
そ

の
頃
惣
領
時
通
は
地
吐
庄
地
頭
戦
の
ほ
か
に
、
摂
津
国
富
島
庄
（現

大
阪
市
西
成
区
）地
頭
戦
お
よ
び
下
司
公
文
名
地
頭
職
、
信
濃
国
下
平

田
郷
（現
長
野
県
松
本
市
）、
相
模
日
早
河
庄

一
得
名
を
有
し
た
。
こ

れ
ら
の
な
か
で
、
信
濃
国
は
頼
朝
が
知
行
国
主
と
し
て
国
衝
機
構

を
支
配
し
て
お
り
、
勢
力
扶
植
を
期
待
で
き
る
好
条
件
下
に
あ
っ

た
が
北
条
氏
の
進
出
が
著
し
く
、
ま
た
早
河
圧

一
得
名
は
き
わ
め

て
挟
小
で
、
そ
の
う
え
土
肥
氏
の
勢
力
下
に
あ
り
、
畿
内
富
島
庄

の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
先
進
地
と
し
て
開
発
の
余
地
は
少
な
か

一′
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
諸
状
況
下
に
あ
っ
た
山
内
氏
は
地
畦
庄
に
庶
子
家
を
送

り
込
み
、
発
展
に
期
待
を
か
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
庶
子
家
は

地
畦
庄
に
散
在
す
る
各
盆
地
に
定
着
し
、
滑

・
竹
内

・
黒
杭

・
田

原

・
懸
田

・
川
北

・
多
賀
な
ど
の
在
地
名
を
名
乗
っ
た
。
山
内
氏

は
、
前
記
永
仁
三
年
の
山
内
時
通
譲
状
で
は
本
郷
の
公
文
職
も
手

中
に
し
て
お
り
、
領
主
側
の
雑
掌
と
対
立
し
た
が
、
延
慶
元
年
■

三
ｏ
（
）本
郷
を
年
貢
四
五
貫
文
で
地
頭
請
と
す
る
こ
と
に
成
功
じ

た
（同
年
一
二
月
一
八
日
、備
後
地
砒
社
本
郷
雑
掌
道
祐
地
頭
山
内
通
資
座
署

和
与
状
」
出
内
首
藤
家
文
書
）。
正
和
三
年
■
・
三
六
）惣
領
の
山
内
通

資
は
関
東
か
ら
当
庄
に
移
り
、
北
部
の
新
市
村
（現
比
婆
郡
高
野
町
）

の
蔀
山
城
に
拠
っ
た
が
、
の
ち
南
部
の
本
郷
村
に
甲
山
城
を
構
え

信
敷
庄

あ
旧
静
犠
郡
わ
彎
ば
補
辞
分
卜
観
在
の
憲
機
・提
副
・三
朴
・難

留

・
春
田
・
峰
田
。
上
谷

。
本
村
の
諸
町

一
帯
を
荘
域
と
す
る
。

「吾
妄
鏡
」
文
治
二
年
■

一
（
六
二

月
二
八
日
条
に

「備
後
信
敷

庄
以
下
数
ケ
所
地
頭
職
令
レ避
二与
子
彼
室
家
・給
云
々
」
と
み
え

る
。
平
家
没
官
領
■
ｏ安
鏡
手

、ヽ
文
治
二
年

一
条
能
保
の
妻
（源
頼
朝

の
妹
）に
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
死
後
の
建
久
三
年
■

一九
二
）に
は
摂

津
国
福
原
庄

・
武
庫
御
厨
な
ど
計
二
Ｏ
ヵ
所
の
所
領
と
と
も
に
そ

の
子
供
に
相
続
さ
れ
た
（同
書
建
ム
一一年
〓
一月
一
四
日
条
）が
、
信
敷

庄
が
だ
れ
に
渡
っ
た
か
は
不
明
ｃ

正
安
二
年
■
三
〇
０
）二
月
二
三
日
の
六
波
羅
下
知
状
（山
内
首
藤

家
文
書
）に
よ
れ
ば
、
当
時
信
散
庄
の
地
頭
は
長
井
聖
願
で
あ
っ
た

が
、
名
主
の
泉
谷
秀
信
は
荘
内
の
に

。
春
田
の
田
所
戦
を
押
領
じ

よ
う
と
し
相
論
と
な
っ
て
お
り
、
当
庄
に
お
け
る
名
主
層
の
成
長

ぶ
り
と
、
秩
序
の
崩
れ
が
ら
な
状
況
が
う
か
が
え
る
。　
一
四
世
紀

初
頭
に
は
、
荘
内
は
東
方
と
西
方
に
分
け
ら
れ
（下
地
中
分
竺
と
に
つ

い
デヽ
は
不
詳
）、
別
々
の
動
き
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ら
暦
仁
元
年

（
Ｉ
Ｉ
π
）幕
府
は
京
都
に
著
屋
を
置
き
治
安
維
持
に
当
た
っ
た

が
、
当
庄
西
方
は
嘉
元
元
年
■
三
〇
三
）に
は
四
条
鳥
丸
簿
屋
の
費

用
を
ま
か
な
う
料
所
と
ば
っ
て
お
り
、
地
頭
は
長
井
頼
秀
で
あ
っ

た
（同
年
一
二
月
一
四
Ｈ
「関
東
御
教
書
」
毛
利
家
文
書
）。
ま
た
東
方
は

ヽ
九
弘
三
年
■
三
二
三
）海
老
名
五
郎
左
衛
門
が
足
利
尊
氏
か
ら
安
堵

さ
れ
て
い
る
（同
年
六
月
四
日
「足
利
尊
氏
書
状
〓
山
内
首
藤
家
文
書
｝。

信
敷
庄
に
隣
接
す
る
地
砒
庄
で
は
、
地
頭
山
内
氏
が
在
地
領
主

と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
り
、
正
安
年
間
頃
よ
り
進
出
の
機
を
う
か

が
っ
て
い
た
模
様
で
あ
る
が
（正
安
三
年
二
月
■
日
「沙
弥
某
譲
状
」
山

的
首
藤
家
文
書
）、
南
北
朝
内
乱
で
山
内
通
時
は
足
利
方
と
し
て
戦
功

が
あ
り
、
建
武
五
年
■
，
三
八
）通
時
な
ら
び
に
一
族
は
、
当
庄
東

方
の
地
頭
職
を
得
た
（同
年
一一月
一一一日
「足
押
尊
氏
下
文
」
同
文
書
ヽ
通

時
は
そ
の
地
頭
職
を

一
族
に
配
分
し
相
伝
さ
せ
、
こ
の
地
を
支
配

し
た
。
延
文
二
年
■
〓
一一〈○
）正
月
二
三
日
の
滑
円
鏡
譲
状
案
（山
内

首
藤
家
文
書
）に

「備
後
国
信
敷
東
方
内
本
郷
村
内
と
き
き
た
名
、
さ

さ
お
名
、
み
つ
ひ
ら
名
、
む
ね
か
の
名
、
も
り
む
ね
名
等
地
頭
職
」

と
あ
り
、
山
内
氏
の
有
力
庶
子
家
滑
氏
が
配
分
を
受
け
て
い
る
。

た
（士ム薦
透
一３
。
先
の
地
頭
護
が
代
銭
納
と
な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、

当
庄
南
部
に
貨
幣
経
済
が
発
展
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
山

内
氏
が
南
部
に
移
っ
た
の
も
荘
内
経
済
の
把
握
と
、
三
吉
氏

・
和

知
氏

・
長
井
氏
な
ど
近
隣
勢
力
と
の
戦
略
を
考
慮
ｔ／
た
た
め
と
思

わ
れ
る
。
延
文
五
年
■
三
六
〇
）正
月
二
三
日
の
滑
円
鋭
譲
状
案
（山

内
首
藤
家
文
書
）に
は
新
三
日
市

。
九
日
市
の
名
が
み
え
、
甲
山
城
近

辺
に
も
畦
ノ
市

。
多
穂
′
市
な
ど
の
地
名
が
残
る
。

元
徳
二
年
■
三
二
〇
）通
資
（長
快
）は
所
領
の
細
分
化
を
さ
け
る

た
め
単
独
相
続
制
の
原
則
を
た
て
（同
年
一二
月
一
人
日
、山
円
長
決
譲

ド
」
山
内
首
藤
家
文
書
）、
ま
た
山
内
首
藤
家
文
書
に
よ
れ
ば
員
和
七

年
■
三
二
こ
に
は
当
庄
の
歴
史
で
最
も
著
名
な

一
族

一
揆
が
結
ば

れ
て
い
る
。

当
庄
で
は
、
早
く
か
ら
惣
領
家
と
庶
子
家
の
対
立
が
み
ら
れ
、

通
資
と
庶
子
家
滑
通
忠
の
間
で
も
本
郷
の
所
務
に
つ
い
て
相
論
が

あ
り
、
文
保
元
年
■
三
一
し
）に
和
与
が
成
立
し
て
い
る
が
（同
年
五

月
二
人
Ｈ
「備
後
地
既
庄
本
郷
惣
領
地
頭
山
内
通
資
一分
地
藍
呵
慈
観
連
署
和

Ｌ
嚢
案
一
同
文
書
）、
南
北
朝
の
動
乱
期
に
は
、
一
族
の
分
立
を
お
き

え
、
日
結
と
協
力
が
必
要
と
な
っ
た
。
観
応
元
年
■
二
五
〇
）足
利

尊
氏
と
直
義

・
直
冬
と
の
対
立
が
起
こ
る
と
、
山
内
氏
は
中
国
地

方
に
勢
力
の
あ
っ
た
直
冬
方
と
し
て
行
動
し
た
。
尊
氏
は
直
系
の

岩
松
頼
宥
を
守
護
と
し
て
備
後
に
送
っ
た
の
で
、
山
内

一
族
は
結

束
し
て
勝
ち
抜
く
た
め
、
貞
和
七
年

一
〇
月
二
日
付
で
山
内

一
族

一
揆
契
約
連
署
起
請
文
（同
文
書
）に
一
族

一
一
名
が
遭
署
し

一
族
同

心
を
誓
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
惣
領
職
と
い
う
地
位
が

一
族
の
間
で

明
確
化
し
、
宝
徳
元
年
■
四
四
九
）の
山
内
時
通
譲
状
（同
文
書
）以

降
、
天
文
五
年
■
五
■
一Ｃ
の
山
内
直
通
書
状
（同
十
一、書
）に
い
た
る
ま

で

「惣
領
」
「惣
領
職
」
を
譲
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
文
書
の
形
式

も
改
め
ら
れ
て
い
る
。
惣
領
が
続
率
す
る
こ
と
で
、
山
内
氏

一
族

は
地
眠
庄
を
中
心
に
発
展
し
、
南
北
朝
期
に
は
永
江
庄
（兵
糧
料

所
一
・
高
郷
地
頭
職
な
ど
を
得
て
お
り
、　
一
族

一
八
人
も
新
恩
を
加

え́
ら
れ
た
（年
不
詳
一山
内
一
狭
新
恩
拝
領
人
交
名
」
『
文
書
）。

譲［紳数け』郵わ動嚇一奪のっけぃはぃい一嚇赫一̈螂御制

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
中
世
の
本
郷
村
は
近
世
の
本
村
村

城
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

南
北
朝
の
動
乱
に
は
山
内
氏

。
長
井
氏
と
も
に
足
利
方
に
属
し

た
が
、
観
応
元
年
■
二
五
〇
）足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
か
対
立
し
、

観
応
の
優
乱
が
起
こ
り
備
後
国
人
衆
に
も
対
立
が
生
ず
る
と
、
山

内
通
広
は
同
二
年
長
井
貞
頼
の
領
内
に
侵
入
し
た
（正
平
（年
一
０
月

一
人
日
ご
石
松
傾
宥
書
状
」
毛
利
家
文
書
）。
ま
た
山
内
氏
葛
明
徳
元
年

■
二
九
〇
）に
は
安
芸
国
高
田
部
の
宍
戸
氏
に
よ
っ
て
信
敷
庄
東
方

を

押

領

さ

れ

た

（応
永

〓
（
年
八
月
Ｅ
付

「山
内
熙
通
由
状
案

一
，１１
内
首
藤

家
文
書
）。
宍
戸
氏
押
領
後
は
足
利
氏
と
関
係
の
深
い
京
都
等
持
院

領
と
な
っ
た
た
め
、
山
内
氏
は
事
件
後
二
０
年
を
経
て
も
支
配
を

、

回
復
で
き
な
か
っ
た
が
、
応
永
三
二
年
■
四
千
０
四
月
二
一
日
の

山
内
熙
通
譲
状
（同
文
書
）に
は
、
信
敷
庄
東
方
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
く
の
頃
ま
で
に
は
山
内
氏
の
支
配
に
復
し
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
西
方
は
幕
府
領
と
し
て
毛
利
広
世
に
政
け
お
か
れ
て
い
た

（年
末
詳
六
月
一
三
日
「細
川
頼
有
遵
行
状
」
毛
利
二栞
文
書
）。
　
．

応
仁
の
乱
が
起
こ
る
と
山
内
氏
は
西
軍
と
し
て
活
躍
す
る
が
、

早
く
も
応
仁
元
年
■
四
六
七
）信
敷
東
西
の
代
富
職
が
出
内
豊
成
に

」与
え
わヽ
れ
て
い
る
（同
年
一
一月
九
日
「宮
田
教
だ
書
状
」
山
′内
首
藤
家
文

書
）。
以
後
、
信
敷
東
西
半
済
、
反
銭
な
ど
を
得
て
お
Ｌ
（文
明
一一年

六
月
一
七
日
『山
名
持
豊
判
物
」
な
ど
、
同
文
書
）、
ま
た
山
陰
の
三
沢
氏

や
馬
来
氏
の
給
分
も
当
庄
内
に
あ
っ
た
が
、
戦
国
期
を
通
じ
て
、

山
内
氏
の
支
配
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
ィ

天
文
三
二
年
■

五
五
一こ
山
内
氏
は
毛
利
氏
の
支
配
に
服
し
た

が
、
天
正

一
四
年
■
五
八
一Ｃ
の
山
内
隆
通
知
行
書
立
案
（山
内
首
産

家
文
書
）に
は
信
敷
東
西
一
千
貫
（́
」
？
，
ち
一
ｏ
目
が
滑
氏
分
）ど
あ

る
。
な
お
同
一
七
年
山
内
隆
通
は
、
毛
利
氏
家
臣
構
氏
ｔ
と
も

‘‥こ

厳
島
神
社
に
当
庄
内
の
田
三
反
を
寄
進
し
て
い
る
，
厳
島
社
日
扉
寄

進
出
地
付
立
」
厳
島
書
域
文
書
）。
文
禄
四
年
ネ
「
五
九
五
）の
山
内
広
通

給
地
付
立
起
請
文
案
（山
内
首
藤
家
文
書
）に
は
、
信
敷
庁
．は
二
千
一

ハ
七
」治
状
斗
、
屋
敷
七

一
二
ヵ
鷲
（市
屋
敬
を
含
む
）と
あ
る
一



泉
田
庄

争
庄
源
哺
の
南
西
部
、
現
在
の
離
欅
・恭
蹴
・雌
離
・驚
和ゎ
。験

引

・
木
戸
付
近
が
荘
域
と
さ
れ
る
。
延
徳
二
年
二
四
九
〇
）六
月

一

九
日
付
の
山
名
俊
豊
書
状
（山
内
首
藤
家
文
書
）に

「栖
真
院
領
泉
田

内
三
ケ
村
代
官
職
事
、
就
三
吉
涌
喜
上
野
介
与
相
論
之
儀
、
可
有

直
務
之
由
、
院
主
被
申
定
候
、
然
上
者
、
両
人
共
以
永
可
有
停
止

彼
望
候
」
と
み
え
、
延
暦
寺
栖
真
院
領
と
し
て
み
え
る
。
し
か
し

荘
名
は
な
い
が
、
当
庄
を
さ
す
内
容
を
も
つ
文
書
と
し
て
、
き
か

の
ぼ
っ
て
文
安
元
年
ｒ
四
四
四
≡
一月
一
二
日
付
の
山
名
持
豊
判
物

（卿
文
書
）に
一山
門
領
備
後
国
四
ケ
村
栖
真
院
請
地
之
事
、
従
院
主

代
宮
職
契
約
之
旨
、
令
存
知
候
」
と
あ
る
。
こ
の

「山
門
領
備
後

錮
廻
ケ
村
」
と
い
う
の
は
、
藤
静
郡
鵬
輩
村
お
よ
び
泉
田
庄
内
の

西
条
（の
ち
の
上
・
下
・
尾
引
）、
本
戸
、
高
茂
（の
ら
め
水
選
を
含
む
）の

四
村
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

明
徳
二
年
■
二
九
こ
将
軍
足
利
義
満
は
山
名
氏
の
強
大
化
を
恐

れ
、
挑
発
し
て
明
徳
の
乱
を
起
こ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
寺
院
勢
力

い報勘経時“は秘詢卿螂わ延一時裁』は中『罐罐峰鐵い攀

進
し
た
。
前
記
四
ヵ
村
は
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
、
は
じ
め
千
手
院

領
と
さ
れ
た
ら
し
く
、
明
徳
四
年
に
は
千
手
院
は
隣
接
の
地
砒
庄

地
頭
山
内
通
志
を
四
ヵ
村
の
所
務
職
に
任
じ
た
（山
内
首
藤
家
文

書
）ぃ
山
内
氏
が
泉
田
庄
と
関
係
を
も
つ
の
は
こ
の
頃
か
ら
と
思
わ

れ
る
。
応
仁
の
乱
が
起
こ
ろ
と
、
備
後
北
部
の
武
士
団
は
山
名
持
豊
に

群
´́
た
か
、
互
ｒ
に
す
き
を
う
カ
カ
じ
幕
Ｆ
庄
に
も
Ξ
≠
摩
ヤ
挿

本
氏
の
勢
力
が
及
ん
だ
（山
円
首
藤
家
文
書
）。
し
か
し
乱
後
山
内
氏

は
泉
田
庄
か
ら
他
勢
力
を
排
斥
す
る
た
め
下
村
向
平
田
に
向
城
を

購
え
、
湯
本
村
（■
比
婆
部
〕
紳
町
）の
釜
峰
山
城
に
よ
る
涌
本
氏
や

畠
敷
村
（響

一̈次
‐ＩＪ
）の
比
叡
尾
山
城
に
よ
る
三
吉
氏
と
対
決
し
た
ｃ

向
城
は
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
泉
田
庄
の
信
仰
の
中
心
で
あ
る
日

古
神
社
が
鎮
座
す
る
竹
花
山
の
裏
手
を
お
さ
え
、
山
内
氏
の
泉
田

り
、
近
く
に
■
世
の
も
の
と
み
ら
れ
る
宝
鐘
印
塔
■
さ
ｒ
●
・Ｔ
，

チ
）や
、
一‐ま
ど
こ
ろ
」
と
い
う
屋
号
が
残
る
。
政
所
が
転
訛
し
た

も
の
と
思
わ
れ
、
政
所
所
在
地
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
薬
師
如
来
像

は
寛
正
年
中
■
四
人
Ｏ
Ｌ
小
六
）貞
朝
作
で
、
堂
は
元
禄

一
二
年
■

六
札
九
）の
再
興
と
伝
え
ら
れ
る
（万
旧
記
一■
原
市
史
」
所
収
）。
さ
ら

に
大
仙
谷
に
は

「
ゆ
う
め
ん
」
Ｆ
」う
め
ん
」
な
ど
荘
園
制
に
由
来

ず
る
と
思
わ
れ
る
屋
号
が
あ
り
、
滝
尾
池

・
東
池
な
ど
で
灌
綱
す

る
本
田
は
谷
迫
の
地
に
発
達
し
、
中
世
村
落
の
様
相
を
も
つ
。
の

ち
に
庄
原
上
野
池
畔
に
移
っ
た
占
利
宝
蔵
寺
も
大
仙
谷
滝
尾
山
に

あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
記
明
応
二
年
の
書
状
か
ら
考
え
て
山
内

氏
は
同
年
に
は
こ
の
地
を
掌
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
同
´

五
年

一
〇
月
二
一
日
の
山
名
俊
豊
加
判
知
行
日
録
⌒山
内
首
藤
家
文

書
）で
は
、
山
内
氏
は
永
江
庄
本
村
を
安
塔
さ
れ
て
い
る
。

山
内
氏
は
天
文
二
二
年
■

五
五
三
）毛
和
氏
の
支
配
下
に
入
る

が
、
天
文
年
間
に
は
毛
利
氏
の
家
臣
が
地
砒
庄
周
辺
部
に
入
っ
て

お
り
、
永
江
庄
内
に
は
庄
原
氏
が
大
仙
谷
東
に
山
王
城
を
構
え
、

荘
内
川
手
村
に
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
り
、
新
在
家
に
あ
っ
た
丑
寅

神
社
を
山
内
隆
通
と
と
も
に
重
修
し
て
い
る
。
山
内
氏
は
地
軋
庄

に
関
し
て
は
支
配
を
強
固
に
し
た
が
、
永
江
庄
に
は
他
の
勢
力
と

競
合
し
な
が
ら
進
出
し
た
だ
け
に
完
全
な
文
配
権
を
維
持
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

山
内
氏
が
毛
利
氏
の
下
に
入
っ
た
折
の
確
認
で
は
、
「永
江
之

儀
、
江
田
末
代
不
可
及
存
分
事
」
一天
文
手

一年
〓
一月
一一百

「山
内
隆

通
条
書
丼
毛
利
元
就
等
連
署
返
書
し
出
内
首
藤
家
文
書
）と
あ
る
の
で
、
和
¨

知
〈現
二
次
市
）の
江
田
氏
も
永
江
庄
に
進
出
し
た
時
期
が
あ
っ
た
と

み
ら
れ
、
ま
た
毛
利
氏
の
家
臣
弘
氏
は
永
江
庄
内
に
給
地
と
屋
敷

七
ヵ
所
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（「閥
聞
録
」
所
収
弘
権
之
允
書
Ｌ
）．
弘
冶

三
年
■
五
五
七
）頃
の
毛
利
元
就
自
筆
書
状
（毛
利
家
文
書
）で
は
永
江

圧
三
〇
０
貫
を
山
内
豊
成
の
隠
居
分
と
し
て
認
め
て
お
り
、
天
正

一
四
年
■
五
八
六
）二
月

一
二
日
の
山
内
隆
通
知
行
書
立
案
（山
内
首

彙
家
文
書
）で
は
永
江
庄
二
五
〇
貫
を
山
内
隆
通
が
知
行
し
て
い
る
。

庄
制
圧
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
山
内
豊
成
は
守
護
山
名
俊
豊

の
勧
告
を
無
視
し
て
向
城
に
兵
を
と
ど
め
、
さ
ら
に
釜
峰
山
の
涌

木
氏
を
攻
め
含
山
名
俊
登
書
状
一
山
内
首
藤
家
文
書
）、
延
徳
二
年
に
は

領
主
延
暦
寺
栖
真
院
が
山
内
豊
成
に
泉
田
庄
の
所
務
な
ど
を
ま
か

せ
て
い
る
「
撻
真
院
典
崇
書
状
」
同
文
書
）。

延
徳
四
年
九
月
、
山
内
豊
成
は
守
護
代
と
な
り
、
泉
田
庄
の
代

官
職
も
守
護
山
名
俊
豊
に
よ
う
安
堵
さ
れ
た
（「山
名
俊
豊
書
状
」
同
文

書
）。
山
内
氏
は
荘
内
の
住
民
支
配
に
も
意
を
注
ぎ
、
永
Ｉ
九
年
■

五
〓
こ
に
は
上
村
八
幡
宮
に
神
田

・
修
理
田
と
し
て
三
反
を
寄
進

し
て
い
る
（上
村
八
職
神
社
文
書
）。
ま
た
、
当
庄
の
領
主
比
叡
山
延
暦

寺
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
近
江
国
の
日
吉
社
を
勧
請
し
た
日
吉
神

社
に
対
し
て
は
、
永
緑
六
年
■
五
六
き̈
山
内
隆
通
が
赤
糸
威
大
鎧

を
奉
納
じ
（七〓
藩
通
十じ
、
翌
七
年
に
は
本
社

・
末
社

・
経
堂

・
舞

殿

・
鳥
居
を
建
立
し
、
一神
田
七
反
を
寄
進
（・、出
Ｉ
権
現
縁
起
」
横
路
家

文
書
）す
る
な
ど
し
て
い
る
。
山
内
氏
は
天
文
二
二
年
二

五
五
三
）

毛
利
氏
の
支
配
下
に
入
る
が
、
天
正

一
四
年
■
五
八
六
）山
内
隆
通

が
毛
利
氏
に
注
進
し
た
知
行
高
と
し
て
、
泉
田
は
二
五
〇
貫
と
あ

る
「
山
内
隆
通
知
行
書
立
案
」
山
内
首
藤
家
ス
番
）。

永
江
庄
旧
三
上
部
の
中
心
部
、
現
在
の
川
手

・
本

・
宮
内

。
新
庄
の
四

町
付
近
が
荘
城
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
。
荘
名
は
応
安
七
年
■
三
ご

四
）七
月
二
二
日
付
の
山
内
通
忠
宛
の
今
川
頼
泰
預
ケ
状
一山
内
首
藤

家
文
書
）に

「備
後
国
三
上
部
内
高
郷
地
頭
職
、
同
部
内
長
江
庄
半

分
事
、
為
兵
根
料
所
々
預
置
也
」
と
み
え
る
。
江
戸
末
期
の
書

「庄
原
雑
録
」
「
庄
原
市
史
し
所
収
）所
収
の
応
永
八
年
二
四
〇
こ
の

沖
家
文
書
に

「建
仁
寺
領
備
後
国
永
江
庄
」
と
み
え
、
ま
た
同

一

七
年
の

「
建
仁
寺
領
諸
国
注
進
国
録
ノ
事
」
（建
仁
゛
旧
記
）記
載
の

寺
領

一
八
ヵ
所
の
な
か
に

「備
後
国
永
江
ノ
庄
地
頭
職
」
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
詳
細
は
不
明
。
「芸
藩
通
志
」
に
は
宮
内
八

緩
宮
の
嗣
宮
永
江
氏
に
ち
な
み
荘
名
を
生
じ
た
と
み
る
が
、
当
庄

の
成
立
に
い
か
な
る
関
係
が
あ
っ
た
人
物
か
明
ら
か
で
な
い
。

前
記
応
安
七
年
の
預
ケ
状
に
よ
れ
ば
、
地
就
庄
の
地
頭
山
内
通

忠
は
南
北
朝
内
乱
期
に
足
利
方
と
し
て
戦
功
が
あ
り
、
当
庄
の
半

分
を
兵
糧
料
所
と
し
て
得
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
か
ら
山
内
氏
の

勢
力
が
及
び
始
め
た
と
み
ら
れ
る
。

田岬笏な諄暉枷但‐夕Ｌ旺」狛い端秘』≒秦知つ‐名秘権泄鶴峰̈

‐憲
頭
刻
耐
銅
二‐島
Щ
出Ｊ
鰊
Ｌ
「‐劇
州
日
劉
饂釧
劉
馴
馴
創
□
司

輩
跡
事
、
同
国
永
江
庄
り
軒
除
之
等
事
、
担
、
当
給
人
於
成
敵
者
、

為
給
分
可
有
知
行
候
也
」
と
い
う
書
状
（山
内
首
藤
家
文
一こ
を
送
り
、

永
江
庄
の
当
給
人
が
敵
と
な
れ
ば
、
こ
れ
を
替
え
山
内
氏
に
宛
行

う
こ
と
を
条
件
に
出
兵
を
要
請
し
た
ｏ
永
江
庄
の
う
ち
本
村
は
除

く
と
あ
る
が
、
近
世
の
村
名
で
は
荘
域
内
に
該
当
す
る
も
の
が
な

ぃ
。
し
か
し
、
本
村
と
あ
る
の
で
当
庄
の
重
要
地
で
荘
務
を
執
行

綺い「「一役”嚇贖「織続しっ一崚観』』』む師け̈
増鋼

経
筆蜘略鰤
棒鰤
講
需
第
町
鞣
酵




